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区 分 住民の皆様の対応

緊急安全確保 ・既に災害が発生している状況。命を守るための行動をとる。

避難指示
・避難をすることが、かえって危険と判断される場合は、屋内で安全を確保する。
・非常時持出品を持って、避難をする。

高齢者等避難開始
・気象情報に注意を払い、避難の必要について考える。
・避難が必要と判断した場合は、その準備と避難をする。
・要配慮者（障がい者や高齢者で避難行動が困難な人と、その支援者）は、この段階で避難をする。

避難指示等の

避難指示
「避難指示」

町では、住民の皆さまの生命に危険が及ぶと判断した場合、「高齢者等避難」、「避難指示」、「緊急安全確保」を発
令し、住民の皆さまに避難を促します。避難指示等を発令するときは、様々な状況を総合的に判断して発令します。

河川の近くや、土砂災害のおそれがある区域において、町が設定している基準に達した場合に、高齢者等避難、避難指示、緊急

安全確保を発令します。また、短時間に大雨が想定される場合には高齢者等避難が発令されずに避難指示が発令される場合も

あります。

大きな地震やそれに伴う余震により家屋が倒壊し、又は倒壊するおそれがあるときに、避難指示を発令します。

大規模な延焼拡大のおそれがあるときに避難指示を発令します。

その他災害が発生するおそれがあるときに避難指示を発令します。

避難指示


